
(57)【要約】

【課題】ハイポサイクロイド減速機とモータを一体とし

て構成するモータ組込みハイポサイクロイド減速機にお

いて、更に軸方向長さを削減する。

【解決手段】ケースに固定された内歯リングギヤ（２）

と噛み合う第１外歯歯車（５）及び第２の軸受け（１１

）により軸支された出力軸（９）の出力軸内歯歯車（７

）と噛み合う第２外歯歯車（６）を備えるプラネタリギ

ヤ（１）を備えるモータ組込みハイポサイクロイド減速

機において、第１の軸受け（１０）によりシャフトに軸

支されたモータのモータコアに、シャフトから所定量だ

け偏心した偏心部を設け、プラネタリギヤ（１）に、モ

ータコアの偏心部と第３の軸受け（１２）を介して一体

回転する回転子受け部を設け、回転子受け部、第１外歯

歯車（５）及び第２外歯歯車（６）の中心を同一とした

。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
ケ ー ス と 、
該 ケ ー ス 内 に 設 け ら れ 、 第 １ の 軸 受 け （ １ ０ ） に よ り シ ャ フ ト を 中 心 に 回 転 可 能 に 支 持 さ
れ た モ ー タ コ ア 、 該 モ ー タ コ ア の 周 り に 巻 か れ た 巻 線 、 及 び 、 前 記 シ ャ フ ト を 中 心 に 配 置
さ れ た 磁 石 を 備 え る モ ー タ と 、
前 記 ケ ー ス に 設 け ら れ 、 前 記 シ ャ フ ト と 同 一 中 心 と な る 内 歯 リ ン グ ギ ヤ （ ２ ） と 、
前 記 ケ ー ス に 第 ２ の 軸 受 け （ １ １ ） に よ り 軸 支 さ れ 前 記 シ ャ フ ト と 同 一 中 心 で あ る と と も
に 、 前 記 シ ャ フ ト と 同 一 中 心 で あ り 且 つ 前 記 内 歯 リ ン グ ギ ヤ （ ２ ） よ り も 径 の 小 さ い 出 力
軸 内 歯 歯 車 （ ７ ） を 有 す る 出 力 軸 と 、
前 記 内 歯 リ ン グ ギ ヤ （ ２ ） と 噛 み 合 う 第 １ 外 歯 歯 車 （ ５ ） 及 び 前 記 出 力 軸 内 歯 歯 車 （ ７ ）
と 噛 み 合 う 第 ２ 外 歯 歯 車 （ ６ ） を 備 え る と と も に 、 前 記 第 １ 外 歯 歯 車 （ ５ ） 及 び 前 記 第 ２
外 歯 歯 車 （ ６ ） を 同 一 中 心 と す る プ ラ ネ タ リ ギ ヤ （ １ ） と 、
を 備 え る モ ー タ 組 込 み ハ イ ポ サ イ ク ロ イ ド 減 速 機 に お い て 、
前 記 モ ー タ コ ア に 、 前 記 シ ャ フ ト か ら 所 定 量 だ け 偏 心 し た 偏 心 部 を 設 け 、
前 記 プ ラ ネ タ リ ギ ヤ （ １ ） に 、 前 記 モ ー タ コ ア の 前 記 偏 心 部 と 第 ３ の 軸 受 け （ １ ２ ） を 介
し て 一 体 回 転 す る 回 転 子 受 け 部 を 設 け 、 前 記 回 転 子 受 け 部 、 第 １ 外 歯 歯 車 （ ５ ） 及 び 第 ２
外 歯 歯 車 （ ６ ） の 中 心 を 同 一 と し た こ と を 特 徴 と す る モ ー タ 組 込 み ハ イ ポ サ イ ク ロ イ ド 減
速 機 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に お い て 、 前 記 ケ ー ス を 、 前 記 モ ー タ を 収 容 す る 第 １ の ケ ー ス と 、 前 記 出 力 軸 を
前 記 第 ２ の 軸 受 け に よ り 軸 支 し て い る 第 ２ の ケ ー ス と か ら 構 成 し 、 前 記 第 １ の ケ ー ス と 第
２ の ケ ー ス の 間 に 前 記 プ ラ ネ タ リ ギ ヤ お よ び 前 記 第 ３ の 軸 受 け を 配 置 し た 状 態 で 前 記 第 １
の ケ ー ス と 第 ２ の ケ ー ス を 組 み 付 け る こ と を 特 徴 と す る モ ー タ 組 込 み ハ イ ポ サ イ ク ロ イ ド
減 速 機 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ に お い て 、 前 記 プ ラ ネ タ リ ギ ヤ （ １ ） の 前 記 第 １ 外 歯 歯 車 （ ５ ） の 内 周 側 の 部 分
に 空 間 （ １ ａ ） を 設 け 、 該 空 間 に 前 記 第 ３ の 軸 受 け を 配 設 し た こ と を 特 徴 と す る モ ー タ 組
込 み ハ イ ポ サ イ ク ロ イ ド 減 速 機 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 電 動 モ ー タ と 減 速 機 を 同 軸 上 に 組 み 込 ん で 一 体 化 さ せ た モ ー タ 組 込 み ハ イ ポ サ
イ ク ロ イ ド 減 速 機 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 か ら 低 速 度 で 高 ト ル ク を 得 る 目 的 で 電 動 モ ー タ に 減 速 機 を 取 付 け た 構 成 の も の は 種
々 存 在 し て い た 。 こ れ ら の 多 く は 、 遊 星 減 速 機 の ア セ ン ブ リ と 電 動 モ ー タ の ア セ ン ブ リ と
を そ れ ぞ れ 別 個 に 製 造 し た 後 、 こ れ ら を 連 結 さ せ て 一 体 的 に 組 み 立 て て い る 。 例 え ば 、 遊
星 減 速 機 ５ の 入 力 ギ ヤ と モ ー タ の 出 力 シ ャ フ ト と を ピ ニ オ ン ギ ヤ を 介 し て 連 結 し た 構 成 の
も の や 、 遊 星 減 速 機 の 出 力 軸 と 同 軸 上 の キ ャ リ ア に モ ー タ の 出 力 シ ャ フ ト を 嵌 合 さ せ て 取
付 け た 構 成 の も の な ど で あ っ た 。 ま た 、 ロ ー タ と ギ ヤ を 一 体 化 さ せ た 構 造 の モ ー タ 組 み 込
み 減 速 機 が あ っ た （ 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 、 １ 段 で 高 い 減 速 比 を 得 る た め に 、 ハ イ ポ サ イ ク ロ イ ド 機 構 を 用 い た も の が あ る （
特 許 文 献 ２ 参 照 ） 。 こ の 技 術 は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 出 力 軸 ３ １ の 外 周 に モ ー タ シ ャ フ ト
３ ２ を 回 転 自 在 に 設 け る 。 モ ー タ シ ャ フ ト ３ ２ の 周 り に 、 コ イ ル ３ ３ を 備 え る 回 転 子 を 設
け る 。 回 転 子 の 外 周 に ケ ー ス に 固 定 さ れ た 永 久 磁 石 ３ ４ が 配 置 さ れ る 。 モ ー タ シ ャ フ ト ３
２ は 出 力 軸 ３ １ の 軸 方 向 に 沿 っ て 延 び て い る 。 こ の モ ー タ シ ャ フ ト ３ ２ は 、 オ フ セ ッ ト シ
ャ フ ト ３ ５ 、 ベ ア リ ン グ ３ ６ 、 偏 心 ギ ヤ ３ ７ 、 リ ン グ ギ ヤ ３ ８ を 介 し て 出 力 軸 ３ １ に 接 続
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さ れ て い る 。 偏 心 ギ ヤ ３ ７ は 、 ケ ー ス ３ ９ に 固 定 さ れ た リ ン グ ギ ヤ ４ ０ に 沿 っ て 回 転 す る
第 １ ギ ヤ 部 ４ １ を 備 え る 。 こ の ギ ヤ 部 ４ １ と リ ン グ ギ ヤ ４ ０ と の 関 係 が ハ イ ポ サ イ ク ロ イ
ド 機 構 と な っ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － １ ２ ０ ８ １ ０ 号 公 報 （ ［ ０ ０ ０ ２ ～ ０ ０ ０ ７ ］ 、 ［ ０ ０ １
１ ～ ０ ０ １ ９ ］ 、 図 １ ， ３ ， ４ 参 照 ）
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － １ １ ８ ４ ２ ０ 号 公 報 （ ［ ０ ０ １ １ ～ ０ ０ １ ３ ］ 、 図 ２ ， ３
参 照 ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 モ ー タ の 出 力 を 減 速 機 を 介 し て 減 速 さ せ る 場 合 に お い て 、 設 置 場 所 の 制 限 に よ り 、 よ り
小 型 化 が 要 求 さ れ て い る 。 減 速 機 と モ ー タ を 別 々 に ア ッ セ ン ブ リ す る 場 合 に は 、 個 々 に 軸
受 け を 持 つ 必 要 が あ り 、 軸 方 向 長 さ が 長 く な る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 ロ ー タ と ギ ヤ を 一 体 化 さ せ る 場 合 に は 、 軸 受 け の 構 成 が 複 雑 に な る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
例 え ば 、 図 ２ の 従 来 技 術 の 構 成 に お い て は 、 モ ー タ 部 と ハ イ ポ サ イ ク ロ イ ド 機 構 と を 軸 方
向 で 分 け て お り 、 軸 方 向 長 さ が 長 く な る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 に お い て は 、 ハ イ ポ サ イ ク ロ イ ド 減 速 機 と モ ー タ を 一 体 と し て 構 成 す る
モ ー タ 組 込 み ハ イ ポ サ イ ク ロ イ ド 減 速 機 に お い て 、 更 に 軸 方 向 長 さ を 削 減 す る こ と を 課 題
と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 し た 課 題 を 解 決 す る た め に 講 じ た 第 １ の 技 術 的 手 段 は 、 ケ ー ス と 、 ケ ー ス 内 に 設 け
ら れ 、 第 １ の 軸 受 け （ １ ０ ） に よ り シ ャ フ ト を 中 心 に 回 転 可 能 に 支 持 さ れ た モ ー タ コ ア 、
モ ー タ コ ア の 周 り に 巻 か れ た 巻 線 、 及 び 、 シ ャ フ ト を 中 心 に 配 置 さ れ た 磁 石 を 備 え る モ ー
タ と 、 ケ ー ス に 設 け ら れ 、 シ ャ フ ト と 同 一 中 心 と な る 内 歯 リ ン グ ギ ヤ （ ２ ） と 、 ケ ー ス に
第 ２ の 軸 受 け （ １ １ ） に よ り 軸 支 さ れ シ ャ フ ト と 同 一 中 心 で あ る と と も に 、 シ ャ フ ト と 同
一 中 心 で あ り 且 つ 内 歯 リ ン グ ギ ヤ （ ２ ） よ り も 径 の 小 さ い 出 力 軸 内 歯 歯 車 （ ７ ） を 有 す る
出 力 軸 と 、 内 歯 リ ン グ ギ ヤ （ ２ ） と 噛 み 合 う 第 １ 外 歯 歯 車 （ ５ ） 及 び 出 力 軸 内 歯 歯 車 （ ７
） と 噛 み 合 う 第 ２ 外 歯 歯 車 （ ６ ） を 備 え る と と も に 、 第 １ 外 歯 歯 車 （ ５ ） 及 び 第 ２ 外 歯 歯
車 （ ６ ） を 同 一 中 心 と す る プ ラ ネ タ リ ギ ヤ （ １ ） と 、 を 備 え る モ ー タ 組 込 み ハ イ ポ サ イ ク
ロ イ ド 減 速 機 に お い て 、 モ ー タ コ ア に 、 シ ャ フ ト か ら 所 定 量 だ け 偏 心 し た 偏 心 部 を 設 け 、
プ ラ ネ タ リ ギ ヤ （ １ ） に 、 モ ー タ コ ア の 偏 心 部 と 第 ３ の 軸 受 け （ １ ２ ） を 介 し て 一 体 回 転
す る 回 転 子 受 け 部 を 設 け 、 回 転 子 受 け 部 、 第 １ 外 歯 歯 車 （ ５ ） 及 び 第 ２ 外 歯 歯 車 （ ６ ） の
中 心 を 同 一 と し た こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ れ に よ れ ば 、 巻 線 へ の 通 電 を 行 う と 、 モ ー タ コ ア が 磁 化 さ れ 、 磁 石 と の 反 発 力 に よ り
モ ー タ コ ア が シ ャ フ ト を 中 心 に 第 １ の 軸 受 け の 周 り で 回 転 す る 。 こ の と き 、 モ ー タ コ ア の
偏 心 部 の 移 動 に つ れ て 第 ３ の 軸 受 け を 介 し て プ ラ ネ タ リ ギ ヤ の 回 転 子 受 け 部 が 円 を 描 く よ
う に 付 勢 さ れ 、 公 転 す る 。 プ ラ ネ タ リ ギ ヤ は 、 そ の 第 ２ 外 歯 歯 車 に よ っ て ケ ー ス の 内 歯 リ
ン グ ギ ヤ と 噛 み 合 っ て い る の で 、 回 転 子 受 け 部 の 移 動 に つ れ て 自 転 す る 。 こ れ に よ り プ ラ
ネ タ リ ギ ヤ の 軌 跡 は ハ イ ポ サ イ ク ロ イ ド と な る 。 プ ラ ネ タ リ ギ ヤ の 第 ２ 外 歯 歯 車 も 同 様 に
ハ イ ポ サ イ ク ロ イ ド の 軌 跡 を 描 き 、 ま た 、 第 ２ 外 歯 歯 車 と 噛 み 合 う 出 力 軸 内 歯 歯 車 を 供 え
る 出 力 軸 が シ ャ フ ト と 同 一 中 心 に て ケ ー ス に 第 ２ の 軸 受 け に よ り 軸 支 さ れ て い る の で 、 出
力 軸 が 回 転 す る 。 こ の と き の 出 力 軸 の 回 転 は 、 出 力 軸 内 歯 歯 車 の 径 が 内 歯 リ ン グ ギ ヤ よ り
も 小 さ い こ と か ら 、 モ ー タ コ ア の 回 転 に 対 し て 減 速 さ れ て 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 記 し た 課 題 を 解 決 す る た め に 講 じ た 第 ２ の 技 術 的 手 段 は 、 第 １ の 技 術 的 手 段 に 加 え 、
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更 に 、 ケ ー ス を 、 モ ー タ を 収 容 す る 第 １ の ケ ー ス と 、 出 力 軸 を 第 ２ の 軸 受 け に よ り 軸 支 し
て い る 第 ２ の ケ ー ス と か ら 構 成 し 、 第 １ の ケ ー ス と 第 ２ の ケ ー ス の 間 に プ ラ ネ タ リ ギ ヤ お
よ び 第 ３ の 軸 受 け を 配 置 し た 状 態 で 第 １ の ケ ー ス と 第 ２ の ケ ー ス を 組 み 付 け る よ う に し た
こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ れ に よ れ ば 、 第 １ の ケ ー ス に シ ャ フ ト 、 巻 線 を 巻 い た モ ー タ コ ア 、 磁 石 を 組 み つ け て
お き 、 ま た 、 第 ２ の ケ ー ス に 出 力 軸 、 プ ラ ネ タ リ ギ ヤ を 組 み 付 け て お き 、 最 後 に 、 第 ３ の
軸 受 け を 介 し て プ ラ ネ タ リ ギ ヤ の 回 転 子 受 け 部 と モ ー タ コ ア と を 組 み 合 わ せ た 状 態 で 第 １
の ケ ー ス と 第 ２ の ケ ー ス を 固 定 す る こ と で 、 モ ー タ 組 込 み ハ イ ポ サ イ ク ロ イ ド 減 速 機 を 製
造 で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 上 記 し た 課 題 を 解 決 す る た め に 講 じ た 第 ３ の 技 術 的 手 段 は 、 第 １ の 技 術 的 手 段 に 加 え 、
更 に 、 プ ラ ネ タ リ ギ ヤ （ １ ） の 第 １ 外 歯 歯 車 （ ５ ） の 内 周 側 の 部 分 に 空 間 （ １ ａ ） を 設 け
、 こ の 空 間 に 第 ３ の 軸 受 け を 配 設 し た こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ れ に よ れ ば 、 プ ラ ネ タ リ ギ ヤ と モ ー タ コ ア の 間 の 間 隔 を 最 小 に す る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 第 １ の 技 術 的 手 段 に よ れ ば 、 モ ー タ コ ア に 設 け た 偏 心 部 に 第 ３ の 軸 受 け を 介 し
て プ ラ ネ タ リ ギ ヤ の 回 転 子 受 け 部 を 配 置 す る こ と が で き る の で 、 モ ー タ 組 込 み ハ イ ポ サ イ
ク ロ イ ド 減 速 機 全 体 の 軸 長 を 短 く す る こ と が で き る 。 全 体 と し て ３ つ の 軸 受 け の み で 構 成
で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の 第 ２ の 技 術 的 手 段 に よ れ ば 、 簡 単 に 組 付 け が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の 第 ３ の 技 術 的 手 段 に よ れ ば 、 更 に モ ー タ 組 込 み ハ イ ポ サ イ ク ロ イ ド 減 速 機 全 体
の 軸 長 を 短 く す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 に 従 っ た 実 施 の 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 １ に 本 発 明 を 適 用 し た モ ー タ 組 込 み ハ イ ポ サ イ ク ロ イ ド 減 速 機 を 示 す 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 １ に お い て 、 ケ ー ス は 第 １ の ケ ー ス ４ と 第 ２ の ケ ー ス ３ か ら な り 、 内 部 に 空 間 を 形 成
し て い る 。 第 １ の ケ ー ス ４ に は シ ャ フ ト ８ が 固 定 さ れ て い る 。 ま た 、 第 ２ の ケ ー ス ３ に は
軸 受 け １ １ に よ り 出 力 軸 ９ が 回 転 可 能 に 軸 支 さ れ て い る 。 シ ャ フ ト ８ と 出 力 軸 ９ は 同 一 中
心 と な る よ う 配 置 さ れ て い る 。 た だ し 、 組 付 け 誤 差 は 除 く 。 以 下 、 同 一 中 心 と 表 現 す る 場
合 も 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 第 １ の ケ ー ス ４ 内 に は 、 モ ー タ コ ア １ ３ 、 巻 線 １ ４ 、 永 久 磁 石 １ ５ 及 び 整 流 機 構 １ ６ を
備 え る モ ー タ が 形 成 さ れ て い る 。 モ ー タ コ ア １ ３ に は 巻 線 １ ４ が 巻 か れ て い る 。 巻 線 は 整
流 機 構 １ ６ を 介 し て 外 部 の 電 源 に 接 続 さ れ る 。 モ ー タ コ ア は 軸 受 け １ ０ に よ り シ ャ フ ト ８
に 回 転 可 能 に 軸 支 さ れ て い る 。 永 久 磁 石 １ ５ は モ ー タ コ ア １ ３ の 外 周 に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 モ ー タ コ ア １ ３ の 図 示 左 側 に は 、 シ ャ フ ト ８ の 軸 心 か ら 偏 心 し た 円 筒 状 の 空 間 が 形 成 さ
れ る よ う 偏 心 部 １ ３ ａ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 偏 心 部 １ ３ ａ は 巻 線 １ ４ の 内 側 に 相 当 す る
位 置 で あ り 、 ま た 、 軸 受 け １ ０ を 中 心 に 整 流 機 構 １ ６ の 反 対 側 に 位 置 す る よ う 形 成 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 出 力 軸 ９ は ケ ー ス の 内 部 （ 図 示 右 方 向 ） に 内 歯 歯 車 ７ を 備 え て い る 。 内 歯 歯 車 ７ の 中 心
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は 出 力 軸 ９ の 中 心 と 同 一 で あ る 。 こ の 内 歯 歯 車 ７ と モ ー タ コ ア １ ３ の 間 に プ ラ ネ タ リ ギ ヤ
１ が 配 設 さ れ て い る 。 プ ラ ネ タ リ ギ ヤ １ に は 、 同 一 中 心 の 第 １ 外 歯 歯 車 ５ 及 び 第 ２ 外 歯 歯
車 ６ が 形 成 さ れ て い る 。 第 １ 外 歯 歯 車 ５ は 第 ２ 外 歯 歯 車 ６ の 図 示 右 側 に 形 成 さ れ て い る 。
第 １ 外 歯 歯 車 ５ の 径 は 第 ２ 外 歯 歯 車 ６ よ り も 大 き く 設 定 さ れ て い る 。 ま た 、 プ ラ ネ タ リ ギ
ヤ １ に は 、 回 転 子 受 け 部 １ ７ が 第 １ 外 歯 歯 車 ５ の 内 側 か ら 図 示 右 側 に 向 け て 延 び て い る 。
回 転 子 受 け 部 １ ７ の 外 周 の 形 状 は 円 筒 状 で あ り 、 そ の 中 心 は 第 １ 外 歯 歯 車 ５ 及 び 第 ２ 外 歯
歯 車 ６ の 中 心 と 同 一 と な っ て い る 。 回 転 子 受 け 部 １ ７ の 外 周 側 は 軸 受 け １ ２ を 介 し て モ ー
タ コ ア １ ３ の 偏 心 部 １ ３ ａ に は め 込 ま れ る よ う 形 成 さ れ て い る 。 偏 心 部 １ ３ ａ は 出 力 軸 ９
に 対 し て 偏 心 し て い る の で 、 プ ラ ネ タ リ ギ ヤ １ の 軸 （ 第 １ 外 歯 歯 車 ５ 、 第 ２ 外 歯 歯 車 ６ 及
び 回 転 子 受 け 部 １ ７ の 軸 ） も 偏 心 し て 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 第 １ 外 歯 歯 車 ５ の 外 側 に は 第 １ 外 歯 歯 車 ５ の よ り も 大 径 の 内 歯 リ ン グ ギ ヤ ２ が ケ ー ス に
固 定 さ れ て い る 。 内 歯 リ ン グ ギ ヤ ２ の 中 心 は 出 力 軸 ９ の 軸 心 と 同 一 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 プ ラ ネ タ リ ギ ヤ １ の 軸 及 び 偏 心 部 １ ３ ａ の 偏 心 距 離 を ｅ と し た 場 合 、 出 力 軸 ９ の 内 歯 歯
車 ７ の 半 径 は 、 プ ラ ネ タ リ ギ ヤ １ の 第 ２ 外 歯 歯 車 ６ の 半 径 に ｅ を 足 し た 値 に 設 定 し て い る
。 ま た 、 内 歯 リ ン グ ギ ヤ ２ の 半 径 は 、 プ ラ ネ タ リ ギ ヤ １ の 第 １ 外 歯 歯 車 ５ の 半 径 に ｅ を 足
し た 値 に 設 定 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 上 記 の 構 成 に お い て 、 モ ー タ に 通 電 を 行 う と 、 整 流 機 構 １ ６ を 介 し て 巻 線 １ ４ に 回 転 位
置 に 応 じ た 電 流 が 流 れ る 。 こ の と き モ ー タ コ ア １ ３ は 磁 化 さ れ 、 永 久 磁 石 １ ５ に 対 し て 吸
引 、 も し く は 反 発 の 力 を 受 け る 。 整 流 機 構 １ ６ の 作 用 に よ り モ ー タ コ ア １ ３ は 持 続 し て 回
転 す る 。 モ ー タ コ ア １ ３ は シ ャ フ ト ８ を 中 心 に し て 回 転 す る 。 こ の 際 、 偏 心 部 １ ３ ａ の 内
側 の 円 筒 空 間 も 偏 心 し た 状 態 で 回 転 す る 。 プ ラ ネ タ リ ギ ヤ １ の 回 転 子 受 け 部 １ ７ は 軸 受 け
１ ０ を 介 し て 偏 心 部 １ ３ ａ の 内 側 に は め 込 ま れ て い る の で 、 同 様 に 偏 心 し て 回 転 （ 公 転 ）
す る 。 ま た 、 プ ラ ネ タ リ ギ ヤ １ の 第 １ 外 歯 歯 車 ５ は 、 ケ ー ス ３ に 固 定 さ れ た 内 歯 リ ン グ ギ
ヤ ２ と 噛 み 合 う の で 、 プ ラ ネ タ リ ギ ヤ １ は 公 転 し な が ら 自 転 し 、 プ ラ ネ タ リ ギ ヤ １ の 軌 跡
は ハ イ ポ サ イ ク ロ イ ド と な る 。 プ ラ ネ タ リ ギ ヤ １ の 第 ２ 外 歯 歯 車 ６ も 同 様 に ハ イ ポ サ イ ク
ロ イ ド の 軌 跡 を 描 く 。 第 ２ 外 歯 歯 車 ６ は 出 力 軸 ９ の 内 歯 歯 車 ７ と 噛 み 合 う 。 出 力 軸 ９ は シ
ャ フ ト ８ と 同 一 中 心 に て ケ ー ス ３ に 軸 受 け １ １ に よ り 軸 支 さ れ て い る の で 、 第 ２ 外 歯 歯 車
６ の 回 転 に つ れ て 出 力 軸 ９ が 回 転 す る 。 こ の と き の 出 力 軸 ９ の 回 転 は 、 内 歯 歯 車 ７ の 径 が
内 歯 リ ン グ ギ ヤ ２ よ り も 小 さ い こ と か ら 、 モ ー タ コ ア １ ３ の 回 転 に 対 し て 減 速 さ れ て 出 力
さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 出 力 軸 ９ は 、 軸 受 け １ １ を 中 心 に し て 、 ケ ー ス ３ の 外 側 で 出 力 し 、 ケ ー ス ３ の 内 側 で 入
力 す る 関 係 に な る の で 、 １ つ の 軸 受 け で よ い 。 プ ラ ネ タ リ ギ ヤ １ と モ ー タ コ ア １ ３ の 間 は
１ つ の 軸 受 け で 接 続 さ れ る 。 モ ー タ の 回 転 子 も モ ー タ コ ア １ ３ を シ ャ フ ト ８ に 軸 支 す る 軸
受 け は １ つ で よ い 。 し た が っ て 、 装 置 全 体 と し て ３ つ の 軸 受 け の み で 形 成 で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 プ ラ ネ タ リ ギ ヤ １ と モ ー タ コ ア １ ３ の 間 は 、 軸 受 け １ ２ の み で 他 に 間 接 部 材 の 必 要 は な
い 。 ま た 、 プ ラ ネ タ リ ギ ヤ １ の 第 １ 外 歯 歯 車 ５ の 内 周 側 の 部 分 に 空 間 １ ａ を 設 け 、 こ の 空
間 に 軸 受 け １ ２ を 配 設 し て い る 。 し た が っ て 、 プ ラ ネ タ リ ギ ヤ １ を モ ー タ コ ア １ ３ に 密 接
し て 配 置 で き る 。 モ ー タ コ ア １ ３ の 内 周 側 は 、 軸 受 け １ ０ を 中 心 に 、 図 示 左 側 に 軸 受 け １
２ 、 図 示 右 側 に 整 流 機 構 １ ６ を 配 置 で き る の で 、 モ ー タ を 含 め た ケ ー ス 全 体 の 軸 長 （ 図 示
左 右 方 向 の 厚 み ） を 最 小 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ の モ ー タ 組 込 み ハ イ ポ サ イ ク ロ イ ド 減 速 機 を 製 造 す る に 当 た っ て 、 ケ ー ス を 、 モ ー タ
を 収 容 す る 第 １ の ケ ー ス ４ と 、 出 力 軸 ９ を 軸 受 け １ １ に よ り 軸 支 し て い る 第 ２ の ケ ー ス ３
と か ら 構 成 し て い る 。 ケ ー ス ４ に は 、 シ ャ フ ト ８ を 固 定 し 、 モ ー タ コ ア １ ３ 、 巻 線 １ ４ 、
永 久 磁 石 １ ５ 及 び 整 流 機 構 １ ６ を 組 み 付 け る 。 こ の 第 １ の ケ ー ス ４ と 第 ２ の ケ ー ス ３ の 間
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に プ ラ ネ タ リ ギ ヤ １ お よ び 軸 受 け １ ２ を 配 置 し た 状 態 で 第 １ の ケ ー ス ４ と 第 ２ の ケ ー ス ３
を 組 み 付 け る 。 よ っ て 、 簡 単 に モ ー タ 組 込 み ハ イ ポ サ イ ク ロ イ ド 減 速 機 を 製 造 す る こ と が
で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 を 適 用 し た モ ー タ 組 込 み ハ イ ポ サ イ ク ロ イ ド 減 速 機 の 断 面 図
【 図 ２ 】 従 来 技 術 の モ ー タ 組 込 み ハ イ ポ サ イ ク ロ イ ド 減 速 機 の 断 面 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
１ 　 プ ラ ネ タ リ ギ ヤ
１ ａ 　 空 間
２ 　 内 歯 リ ン グ ギ ヤ
３ 　 ケ ー ス （ 第 ２ の ケ ー ス ）
４ 　 ケ ー ス （ 第 １ の ケ ー ス ）
５ 　 第 １ 外 歯 歯 車
６ 　 第 ２ 外 歯 歯 車
７ 　 内 歯 歯 車
８ 　 シ ャ フ ト
９ 　 出 力 軸
１ ０ 　 軸 受 け （ 第 １ の 軸 受 け ）
１ １ 　 軸 受 け （ 第 ２ の 軸 受 け ）
１ ２ 　 軸 受 け （ 第 ３ の 軸 受 け ）
１ ３ 　 モ ー タ コ ア
１ ３ ａ 　 偏 心 部
１ ４ 　 巻 線
１ ５ 　 永 久 磁 石
１ ６ 　 整 流 機 構
１ ７ 　 回 転 子 受 け 部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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